
大株主

株主名
持株数 
（株）

議決権比率 
（％）

越智　通勝 3,570,900 15.12
有限会社えん企画 2,649,000 11.22
有限会社エムオー総研 2,399,000 10.16
一般財団法人 エン人財教育センター 1,530,000 6.48
資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口） 1,200,000 5.08
ゴールドマン・サックス・アンド・カンパニーレギュラーアカウント 1,112,156 4.71
越智　明之 737,600 3.12
越智　幸三 737,600 3.12
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 692,300 2.93
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 558,100 2.36

会社概要
商号 エン・ジャパン株式会社（en-japan inc.）
設立 2000年1月14日
本社所在地 〒163-1335

東京都新宿区西新宿6-5-1新宿アイランドタワー
資本金 11億9,499万円
従業員数 705名（連結：1,268名）

関連会社
主要連結子会社 エンワールド・ジャパン株式会社

株式会社シーベース
en world SINGAPORE PTE. LTD.
en world Hong-Kong Limited
en world Korea Co., Ltd.
Calibrate Recruitment Pty Ltd
Navigos Group Joint Stock Company
The Capstone Group Recruitment and Consulting Ltd.

持分法適用会社 英才網聯（北京）科技有限公司

役員 （2014年6月25日現在）

代表取締役会長 越智  通勝
代表取締役社長 鈴木  孝二
取締役 河合  恩　　　　クレイグ・サフィン
常勤監査役 淺田  耕治
監査役 久須美  康徳　　本田　凛太郎

株式の状況
発行可能株式総数 93,600,000 株
発行済株式の総数 24,858,000 株
株主数 5,049 名

株主メモ　
事業年度 4月1日〜 3月31日
定時株主総会 毎年6月
基準日 3月31日
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座管理機関 同上
同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
公告の方法 電子公告により行います。ただし、電子公告によることができな

い事故、その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新
聞に掲載して行います。

公告掲載URL　 http://corp.en-japan.com/
（ご注意）大阪証券取引所は、平成25年7月16日付をもって東京証券取引所と市場の統合を
行いました。同日以降当社の上場証券取引所は東京証券取引所になっております。

〒163-1335 東京都新宿区西新宿6-5-1 新宿アイランドタワー
TEL : 03-3342-4506　FAX : 03-3342-4507
E-mail : ir-en@en-japan.com URL: http://corp.en-japan.com/

個人・その他  32.41%
8,056,159 株（4,862名）

自己株式  5.03%
1,250,000 株（1名）

金融機関  13.27%
3,297,500 株（13名）

金融商品取引業者  0.68%
169,323 株（24名）

その他法人  26.81%
6,664,500 株（42名）

外国法人等  21.81%
5,420,518 株（107名）

当 社 は、平 成22年2月19日 取 締 役 会 に お い て、「株 式 給 付 信 託
（J-ESOP）」を導入することを決議いたしました。この導入に伴い、平
成22年4月1日付で自己株式1,200,000株を資産管理サービス信託
銀行株式会社（信託E口）へ拠出しております。なお、自己株式数につ
いては、平成26年3月31日現在において信託E口が所有する当社株式

（1,200,000株）を自己株式数に含めております。

株主様の住所変更、配当金振込指定書その他各種お手続きにつきましては、口座を開設
されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株
式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。なお、未受領の配当金につき
ましては、三菱UFJ信託銀行株式会社の本支店でお支払いいたします。

●特別口座について
特別口座に記録された株式に関するお手続き

（株主様ご本人名義の証券会社口座への振替
請求・住所変更・配当金の振込先指定等）につ
きましては、右記特別口座管理機関（三菱UFJ
信託銀行株式会社）へお問い合わせください。
なお、特別口座に記録された株式に関するお手
続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行株式会
社の全国各支店でもお取り次ぎいたします。

●口座管理機関　
　三菱UFJ信託銀行株式会社
●連絡先　　　　�
　三菱UFJ信託銀行株式会社 
　証券代行部 
　〒137-8081 
　東京都江東区東砂七丁目10番11号 
　0120-232-711（通話料無料）

株式所有者別分布

お知らせ

（2014 年 3 月 31 日現在）

2013年4月1日から 2014年3月31日まで

報告書2014年 3月期

Corporate Data / Stock Information
会社概要・株式状況
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株主の皆様へ

　株主の皆様には、平素より格別のご支援、ご高
配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに、2014 年 3 月期の業績及び今後の事業
方針についての報告書をお届けいたします。

　前期の経済環境は、現政権による各種経済施策
の効果が顕在化したことから、企業業績の改善が
進み、景気回復の動きが見られました。
　これを受けて雇用環境の改善も進みました。完
全失業率の低下、有効求人倍率の上昇等、採用マー
ケットの回復が続いております。
　このような中、当社は基幹ビジネスである求人
広告に加えて、人材紹介の強化及び海外展開の推
進に取組んでまいりました。人材紹介では、子会
社エンワールド・ジャパンの人員増強及び戦力化
が進み、前期も好調な結果を残すことができま
した。また、エン・ジャパンにおいて新たなブラ
ンド「[en]PARTNER」を昨年 7 月からスタート
し、今後の成長に向けた基盤を作ることができま
した。海外展開では、新たにベトナム、タイ、
インドへ進出し、7 カ国 9 拠点の体制に拡大いた

しました。引続き、人材紹介及び海外展開の強化
に取組んでまいります。

　当社は「人材採用・入社後活躍」を支援する企
業として、事業を行っております。採用市況が活
況となる中で、求職者・顧客企業にとって真に必
要なことは、採用のみならず入社後の活躍にある
と考えております。採用事業と教育・評価事業と
の連携を従来以上に進めることで、今後も質の高
いサービスの提供を行ってまいります。

　株主の皆様には、今後ともなお一層のご支援と
ご理解を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

2014 年 6 月

代表取締役会長 越智 通勝
代表取締役社長 鈴木 孝二
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　中途採用領域を中心に、各サービスにおいて順調に成果を上げることが出来ました。
背景として、現政権の経済政策の効果が表れ、景気の回復に伴って企業の人材採用ニーズが高まったことが挙
げられます。これに加えて当社の新規営業の強化、商品ラインナップの拡充、人員の戦力化などが進んだことが
奏功しました。

　「［en］PARTNER」は2013年の7月に組織・人員
体制を強化して本格的な展開を開始しました。まだ
スタートして間もないですが、今後の成長に向けた
基盤作りができたと思っております。
　足下は、人材採用ニーズの高まりから主力商品
である求人サイト「[en] 社会人の転職情報」の販
売が好調です。しかし、中長期の観点で見た場合、
サービスラインナップを広げて求職者、顧客企業
のニーズに応えていくことが重要だと考えており、

「[en]PARTNER」を立上げました。
　当社には求人サイトで培った求職者のデータベース
と顧客企業との取引実績があります。これらを活用
することで、早期の事業拡大を目指してまいります。

2014年3月期は売上高167.5億円、営業利益34.4億円となり、前期比23.5％の増収、
23.6％の増益となりました。この結果をどのように捉えていますか？

基幹ビジネスである求人広告に加えて人材紹介ブランド
「[en]PARTNER」を立上げました。

1

2

Top Interview

前期比2割の増収増益を達成。
新たな取り組みにも注力し、
更なる成長を目指します。

トップインタビュー
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2013年3月期 2014年3月期2012年3月期
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2014年3月
■ 売上高 ■ 営業利益 失業率　　有効求人倍率 ※資料出所：厚生労働省、総務省統計局

売上高／営業利益（百万円） 失業率（％）／有効求人倍率（倍）

失業率が下がり、有効求人倍率は1.0 7倍に回復

「ブランド認知向上のため新聞広告等のプロモーションを積極的に実施」
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　企業の人材採用ニーズは高い状態が続くと予想さ
れることから、引続き国内の中途採用領域を中心に業
績を伸ばす計画です。中でも「[en]社会人の転職情報」
における求人広告と人材紹介のエンワールド・ジャパン、
そして「[en]PARTNER」が牽引する見通しです。また、
前期は赤字だった海外子会社が黒字化する計画であ
ることも利益の改善に寄与します。

　2011年から本格的に海外展開をスタートし、積極的に進出エリアを拡大させてきましたが、今期、最優先す
ることは海外子会社全体での黒字化です。今期は昨年4月に子会社化したベトナムのNavigos Group、同12
月に子会社化した The Capstone Groupが業績にフル寄与することから、海外子会社の収益貢献を期待して
おります。
　また、この6月にはインドの人材紹介会社、New Era India Consultancyを新たに子会社化いたしました。
今後もアジアを中心に良い案件があればM&Aによる進出を行ってまいります。

　社内で検討を重ねた結果、「[en]学生の就職情報」の運営を来年3月末で終了することにいたしました。
　背景として、新卒採用マーケットが大きな転換期を迎えていることが挙げられます。従来の就職サイトに依

　はい、そのつもりでいます。既存事業、新規事業へ
の投資のほか、M&Aについても国内外を問わず良い
案件があれば積極的に投資を行ってまいります。手
元資金はそのために使うことを優先したいと思って
います。

　今後も、当社の成長にご期待いただき、変わらぬご
支援ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

海外展開の状況はいかがでしょうか。

新卒採用事業は、サイト運営の終了を決断されました。

2015年3月期はどのような戦略で売上高192億円、営業利益39.5億円という計画
の達成を目指すのでしょうか？

手元資金は今後も成長への投資に
使うということでしょうか？

4

5

6

7

Top Interview
トップインタビュー

当社は、全国証券取引所の「売買単位の集約に向けた
行動計画」*（平成19年11月27日公表）の趣旨に鑑み、
平成25年10月1日をもって、当社株式の売買単位を
100株に変更いたしました。

株式分割、単元株制度の採用

単元株式数の変更
（効力発生日：平成25年10月1日）

1株　100株

*日本の証券市場の国際競争力向上に向けた取組みの一環として、上場会
社の単元株数を 　整理し、売買単位の集約を実施していくというものです。

株式分割
（効力発生日：平成25年10月1日）

1株　100株

　マーケット環境が良かったことに加えて、ここ数
年採用を強化し、人員の戦力化が順調に進んだこと
が主な要因です。現在エンワールド・ジャパンは、
グローバル企業向けの人材紹介マーケットにおいて
トップクラスのシェアを誇っており、高いブランド力
を確立しています。
　また、日系企業においてもグローバル展開が進んで
いることから、エンワールド・ジャパンのサービス領域が
広がっており、今後も成長を期待しております。

子会社のエンワールド・ジャパンが好調でした。3

2010年12月期※

子会社化
2010年9月

2013年3月期 2014年3月期2012年3月期
（2011年4月～2012年3月）

2,150
429 479

658
2,381

2,959
3,655

前期比
売上高   10.7％増
営業利益4.1％増

前期比
売上高   24.3％増
営業利益11.7％増

前期比
売上高   23.5％増
営業利益37.2％増

412

※連結決算への寄与は4ヶ月ですが、2010年1月～12月の12ヶ月
　換算した場合の売上高及び営業利益を記載しています。

エン・ジャパングループ化後、順調に業績が拡大
■ 売上高 ■ 営業利益
(百万円）

存した採用・就職活動から、SNSの活用、インターンシップなどその手法は多様化しています。
　このようなマーケット環境の中、中長期的な観点から事業戦略を再構築し、従来の就職サイトとは異なる手法
で新卒採用ビジネスを継続することにいたしました。
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The year in Review

Strategies for the future

2014年3月期の振り返り

今後の事業戦略

1. 人材紹介サービスの強化

人材紹介サービスの強化
1. 「一貫性」を強みとして競合サービスとの差別化を図る

人材の採用のみならず、入社後の活躍・定着を支援する
事業活動における方針に根差した人材紹介サービスを追求

2. 海外展開の強化

2. 幅広いニーズに対応したサービスラインアップ（国内）

注力商品を成功報酬型求人広告（SSS）から
人材紹介サービス「［en］PARTNER」へ転換

アジアにおいてM&Aを中心とした海外展開の推進

・組織・人員体制の整備　　・認知度向上のためのプロモーションを実施

・新たにベトナムとタイへM&Aによる進出　　・2014年3月期から海外子会社を新規連結化

充実した人材データベースと求職
者の丁寧なカウンセリングにより、
企業とのフィッティングを重視。転
職希望者の将来ビジョンや、企業
風土との相性等を総合的に捉えた
転職を支援。

当社のサービスを利用して転職さ
れた方に、入社後３年間の活躍支
援プログラムを提供。

人材を採用された企業向けに、早
期活躍に向けたノウハウを提供。
教育講座エンカレッジ等も活用
し、採用した方の活躍を支援。

今後の成長に向けた基盤を作ることが出来た

1,000万円

600万円

800万円

350万円

海外展開の拡大が進んだ

「フィッティング」重視の
紹介サービス

転職者向けアフターサポート 
プログラム

企業向けサポートサービス

企業風土
将来ビジョン

希望年収

キャリア性格

外資系企業/バイリンガル人材の領域で
国内トップクラスのシェアを誇る

インターネット求人広告で培った国内
最大級の求職者データベースと、豊富な
顧客基盤を有する

特長と強み

特長と強み

 対象者
 ・年収 800 万円以上 ミドル～エグゼクティブ
 ・日英バイリンガル
 ・日系企業向けに管理職を中心としたサービスも展開
  料 金
 ・年収の 30% 程度の成功報酬

 対象者
 ・年収 350~600 万円の求職者
 ・20 代～ 30 代の若手人材中心
  料 金 
 ・年収の 30% 程度の成功報酬

（年収）
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Korea

Japan

Shanghai

Australia

Beijing

Hongkong

Vietnam
Thailand

India

Singapore

※英才網聯は、2012 年 3 月期から持分法適用会社化

Strategies for the future Business Model of en japan group
今後の事業戦略 エンジャパングループのビジネス

● 7 ヵ国に9つの事業会社を展開
● 既に進出した海外子会社の収益向上を図る

海外事業の強化
　当社グループは、「人材採用・入社後活躍」を支援する企業として、求人サイトの運営、人材紹介、人材の教育・評
価を中心に事業を展開しております。

エン・ジャパングループ（国内）

採用事業

[en]社会人の転職情報

エン 転職コンサルタント

[en]ウィメンズワーク

[en]派遣のお仕事情報

[en]チャレンジ！はた☆らく

エンワールド・ジャパン

[en]学生の就職情報

● 求人情報提供
● 転職支援

●成功報酬
●求人広告掲載料

●成功報酬

● サービス利用料

● 定額制研修の実施
● 採用・人事関連システムの
  提供

サイト運営 その他

[en]PARTNER

エンカレッジ
シーベース

教育・評価事業

人材
紹介

● 取材・求人広告制作

●人材紹介

ユーザー
（求職者）

企業
● 面談
● 求人案件紹介

※現大学3年生の就職活動が終了する
2015年3月末をもってサイト運営
を終了し、新たなビジネスモデルで
事業を継続

・人材紹介・人材紹介

・人材紹介

・人材紹介

・人材紹介

・人材紹介
・人材紹介

・人材紹介
・求人サイトの運営

・求人サイトの運営

（2014 年 6 月現在）
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1位
東京都

2位
神奈川県

3位
大阪府

4位
埼玉県

5位
愛知県

女性管理職を増やすための施策

「日経マネーなでしこ銘柄」次点20社に選定されました！ 「ワーキングマザーに関する意識調査」を発表！
92％のワーキングマザーが出産前より仕事への意欲が上昇

育児休暇を取る社員のサポート

若手女性社員向け

女性の活躍を支援する『制度』

女性の活躍世界一に向けての
取り組み

Topics
トピックス

　当社は、「世界で一番、女性が活躍する会社」を目指して、社内の有志によるプロジェクト「WOMenらぼ」
を2011年10月に発足させました。現在は女性管理職育成コースの実施、女性社員交流会の実施や
メンター制度等、様々な施策を実施しています。
　取り組みについて、社外からも多くのお問い合わせをいただき、新聞や雑誌でも取り上げられました。

・WOMen らぼ　managementコース
・メンター制度

日経マネーは、2014年1月号の紙面で「日経マネーが選ぶ『なで
しこ銘柄2014』」として、独自になでしこ銘柄を選定・発表してい
ます。今回、180社にアンケートを実施し、「機会均等度」「管理職
登用度」「ワークライフバランス度」「女性活用度」を4指標で採点。
合計点で上位10社を「日経マネー なでしこ銘柄」、続く20社を「次
点の20社」として発表しています。

エン・ジャパンの社員で、出産を経験したワーキングマザーに現在の
仕事への意欲を聞いたところ、元々高かった社員も含めて、92％が

「意欲が上がった」と回答。8割のワーキングマザーが「仕事観・キャ
リア観の変化」が仕事への意欲に影響していると回答しています。産
休・育休という長期休みや育児を経験したことで、仕事に対する価
値観が変わったことが伺えます。

・ママだけの営業チーム発足

・育児休暇中ママの交流会
・育児休暇復帰者のランチ会
・仕事と育児の両立ガイド作成

・先輩社員との交流会
・営業女子の働き方を考える会

・『i付きグレード』制度施行
・柔軟な勤務スタイル
・在宅勤務制度

・女性社員満足度調査

男女のバランスも良く、社内恋愛も多いとか（笑）女性が
働きやすい会社を目指して『ママさん情報交換会』など
様々な取り組みも実施しています！結婚しても仕事で活
躍したい！という女性社員が多いことも特徴の一つ。有
志で「WOMenらぼ」プロジェクトを立ち上げ、ブログや
Facebookで社外にも情報発信をしています。

20代半ば～ 30代の社員が多く活躍中。毎月のように、だ
れかが結婚式を挙げています。とってもおめでたい！子供が
生まれたばかり、という方も多いので、社内ではオリジナルの
“コレイル？”というサイトを立ち上げ、使わなくなった家電や
子供服などを交換したりもしています。800人も社員がい
ると、社内だけで結構いろいろ手に入るものなんですよね♪

エン・ジャパングループでは10カ国以上の様々な国籍の社員が働い
ています。今後のビジネスにとって多様性は大事なキーワード。様々
な視点から生まれる議論とアイデアをビジネスに活かしています。

「世界で一番、女性が活躍する会社にする」をビジョンに掲げ、

社内プロジェクト「WOMenらぼ」を推進中！

エンジャパン社員に聞きました！

取組み

成果

女性の活躍を支援する『取り組み』

人事が社内を徹底調査

男性
53%47%

女性 25～30歳
未満

40～50歳未満

～25歳未満

50歳以上

30～35歳
未満

43.0%

15.0%

0.5%2.7%
35～40歳未満

6.8%

32.0%

男女比

出身都道府県
TOP10

6位:千葉県
7位:茨城県
8位:兵庫県
9位:静岡県

10位:栃木県
10位:北海道

出身国
(日本国籍以外の方）

平均年齢

※ 2013 年時点  日本国内に勤務する社員
11 12

イギリス:13名

ドイツ:1名 中国:5名

カナダ:11名

アメリカ:24名韓国:2名

台湾:3名

タイ:1名

ロシア:1名

フランス:1名

スウェーデン:1名

オーストラリア:11名



連結貸借対照表（要約）　　　　　　　　　　　　  （単位：百万円、端数切捨て）

科目

前期 
2012.4.1 ～
2013.3.31

当期 
2013.4.1 ～
2014.3.31

資産の部
流動資産 12,296 15,813
　現金及び預金 10,349 12,169
　受取手形及び売掛金 1,340 1,832
　その他 626 1,826
　貸倒引当金 △19 △14
固定資産 6,167 6,920
　有形固定資産 497 451
　無形固定資産 2,094 4,779
　投資その他の資産 3,576 1,688
資産合計 18,463 22,733
負債の部
流動負債 2,553 5,179
　買掛金 41 65
　その他 2,511 5,114
固定負債 632 367
負債合計 3,185 5,546
純資産の部
株主資本 14,219 16,861
　資本金 986 1,194
　資本剰余金 1,452 1,661
　利益剰余金 15,219 17,443
　自己株式 △3,438 △3,438
その他の包括利益累計額 1,058 199
　その他有価証券評価差額金 1,042 12
　為替換算調整勘定 16 187
少数株主持分 — 125
純資産合計 15,278 17,186
負債・純資産合計 18,463 22,733

●資産合計
連結の範囲の変更を伴う子会
社株式の取得により、無形固
定 資 産が25.9億円増 加した
ことが主な要因となり、当期は
前期に比べ42.6億円増加し、
227.3億円となりました。

●負債合計
未払法人税が14.2億円、未払
金が7.1億円増加したことが主
な要因となり、当期は前期に比
べ23.6億円増加し、55.4億円
となりました。

●純資産合計
利 益 剰 余 金が22.2億 円、資
本金と資本剰余金がストックオ
プションの行使により、それぞ
れ2.0億円増加したことが主な
要因となり、当期は前期に比べ
19.0億円増加し、171.8億円と
なりました。

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）　　　　　  （単位：百万円、端数切捨て）

科目

前期 
2012.4.1 ～
2013.3.31

当期 
2013.4.1 ～
2014.3.31

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,772 3,695

投資活動によるキャッシュ・フロー 329 △1,165

財務活動によるキャッシュ・フロー △427 △60

現金及び現金同等物に係る換算差額（△は減少額） △11 194
現金及び現金同等物の増減額 2,663 2,663

現金及び現金同等物の期首残高 7,665 10,349

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 20 156

現金及び現金同等物の期末残高 10,349 13,169

連結損益計算書（要約）　　　　　　　　　　　　  （単位：百万円、端数切捨て）

科目

前期 
2012.4.1 ～
2013.3.31

当期 
2013.4.1 ～
2014.3.31

売上高 13,563 16,755

　売上原価 1,931 1,921

　売上総利益 11,631 14,833

　販売費及び一般管理費 8,848 11,392

営業利益 2,783 3,441

　営業外収益 98 361

　営業外費用 41 55

経常利益 2,840 3,747

　特別利益 71 2,030

　特別損失 49 916

当期純利益 1,545 2,789

●売上高
中途採用領域のサービスが全
般的に好調だったことに加えて、当
期より連結対象の範囲を拡大し
たことから、前期比23.5％増の
167.5億円となりました。

●当期純利益
営業利益・経常利益の増加に加
えて、投資有価証券売却益があっ
たこと等により、前期比80.4％増
の27.9億円となりました。

●投資活動による
　キャッシュ・フロー
サイトリニューアル等のための無
形固定資産の取得による支出、
連結の範囲の変更に伴う子会
社株式の取得による支出等があ
り、投資活動によるキャッシュ･
フローは11.6億円のマイナスと
なりました。

Financial Highlight
財務ハイライト
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